
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立谷田小学校 ）     学校番号 ００４                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 希望にあふれ みんなに愛される学校        

          

重 点 目 標 

１ ICTの活用による個別最適な学び、探求的な学びの推進《実社会で新しい価値を生み出す力の育成》 
２ 『学校楽しいなプロジェクト』の実施《安心・安全で活気ある教育活動の推進》 
３ 芝生を活用した教育活動の充実《特色ある教育活動の推進》 
４ ICTを活用した授業改善《教職員研修の充実》 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月１６日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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＜現状＞ 

○落ち着いて学習に取り組める児童が多

い。令和 3 年度の児童質問紙の項目を見

ても「勉強は大切」「授業の内容はよく

分かる」の項目がかなり高い結果となっ

ており、学習に対して意欲と目的意識を

もって学習に取組んでいる児童が多い。 

○国語・算数ともに令和３年度の全国学

習・学習状況調査の正答率は、市平均を

上回っており、自校の経年変化で見て

も、特に算数の「図形」においては昨年

度より、17pt.上回っている。 

＜課題＞ 

○算数の「変化と関係に関する問題」で

は、自校の令和３年度の結果より、８pt.

近く下回った。また、理由を記述した

り、日常生活の場面に即して判断したり

する問題について課題が見られた。 

 

・学びの自律

化に向けた

情報端末の

活用、授業

改善 

 

 

 

 

 

①ＩＣＴタイムや授業でドリルパーク等を

活用し、漢字や計算等の基礎基本の定着

に取り組む。 

②全国学力・学習状況調査について、児童

が自己採点を行い、その結果を情報端末

上のシートに入力することで、児童が自

らの学習状況を把握できるようにする。 

③学力向上カウンセリングを受けることに

より、課題が見られた点について、より

効果的な手立てを学校全体で共有する。 

①ＩＣＴタイムや授業でドリルパーク等を

活用し、漢字や計算等の基礎基本の定着

に取り組むことができたか。 

②全国学力・学習状況調査について、児童

が自己採点を行い、その結果を情報端末

上のシートに入力することで、児童が自

らの学習状況を把握できたか。 

③調査結果の分析や学力向上カウンセリン

グ研修を踏まえ、授業改善の視点、手だ

てを学年ごとに設定することができた

か。 

①基礎基本の定着を図るために、ＩＣＴタイ

ムや授業でドリルパーク等を活用すること

ができた。 

②全国学力・学習状況調査について、児童が

自己採点を行い、その結果を情報端末上の

シートに入力することで、児童が自らの学

習状況を把握できた。 

③学力向上カウンセリング研修等を踏まえ、

授業改善の視点、手だてを学年ごとに設定

することができた。また、全国学力・学習

状況調査の結果についても、改善点等を各

学年で話し合い分析することができた。 

Ａ 

学年によって取り組みの差が大きいこ 

とが課題である。今年度の市学習状況 

調査は、タブレットによる実施であっ 

たが、扱いに慣れていない学年は、か 

なり戸惑っていた。タブレットを「当 

たり前に使えること」が前提になって 

くるので、児童がしっかりと活用でき 

るよう、意図的に学習計画等に組み込 

んで、学年や教員の得手不得手によっ 

て左右されないようにすることが必要 

である。 
 

・ICT を活用した授業を実際に

参観したが、子どもたちの学

習にとても効果的であると感

じた。 

・子どもたちは、かなりタブレ

ットを使いこなしている様子

であるが、ICT を活用する場

面と人と人とが直接触れ合っ

て学ぶ機会との両方のバラン

スが大切である。 

・調べ学習等でインターネット

を使用する際に、情報をすべ

て信用してしまうのは危険で

ある。パソコンの使い方とあ

わせて、子どもたちへネット

リテラシー教育も必要であ

る。 

・ＳＤＧｓの

実現を目指

した谷田小

学校「総合

的な学習の

時間」の創

出 

①総合的な学習の時間を核とし、STEAMS、

SDGs を関連付けた、探求的な学びを行う

ための、総合的な学習の時間の年間指導

計画を作成する。 

②教員と児童が共に学び、試行錯誤しなが

ら、課題の解決を目指す STEAMS タイムを

展開する。 

①STEAMS、SDGs を関連付けた、総合的な学

習の時間の年間指導計画を作成できた

か。 

②STEAMS TIME 実施後の児童アンケートにお

いて、「算数や理科に対する関心が高ま

った」と回答する児童の割合が 80 パーセ

ント以上となったか。 

①今年度の実践を踏まえて、総合的な学習の

時間の年間指導計画に STEAMS、SDGs を位置

付けて作成することができた。 

②児童アンケートにおいて、「算数や理科に

対する関心が高まった」と回答する児童の

割合が 80パーセント以上となった。 

Ｂ 

総合的な学習の時間の年間指導計画を 

作成して終わりということではなく、 

今後の実践を踏まえ、地域や児童の実 

態に応じて常に内容を見直し、改善し 

ていく必要がある。 
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＜現状＞ 

○児童は全体的に落ち着いており、あいさ

つがよくできる。家庭での生活習慣が身

に付いている児童が多い。 

○昨年度、学校内でのけがの報告は５４６

件、そのうち医療機関を受診したけがは

３２件であった。 

＜課題＞ 

○学校でのルールや雨の日の過ごし方な

ど、教員からの指導を守らせるだけでな

く、なぜそういう行動をとるのが大切なの

かを子ども自身が考え、危険を回避した

り、安全に生活するための力を育てること

が課題である。 

 

・「その日の

ことは、そ

の日のうち

に」の共通

理解と徹底 

①生活目標の後に一人一台端末を活用した

アンケートの実施や心と生活のアンケー

ト、なかよしアンケートの定期的な実施

と結果の分析を行い、特に対象となる児

童には、速やかに面談を行う。 

②教育支援・相談に係る校内委員会で ICT

を活用し、教職員全体で児童の状況を把

握、分析し、適切なタイミングで、組織

的に支援、相談を行う。 

①学校自己評価に係る教員アンケートにお

いて、関連する項目の肯定的な回答の割

合が８０パーセント以上となったか。 

②アンケートの結果を受けて児童との面談

を実施し、児童一人の状況を継続的に把

握できる記録を蓄積する。 

①心と生活のアンケートやなかよしアンケー

トの定期的な実施と結果の分析を行い、特

に対象となる児童には、速やかに面談を行

った。学校自己評価に係る教員アンケート

において、関連する項目の肯定的な回答の

割合が８０パーセント以上となった。 

②アンケートの結果を受けて、児童との面談

を実施し、児童一人の状況を継続的に把握

できるような記録を 

Ａ 

面談の対象となる児童への速やかな面

談や課題がある児童への組織的な体制

での支援は行っているが、報告が上が

ってくるまでに時間がかかった案件が

あり、全教員の「その日のことは、そ

の日のうちに」の共通理解と徹底が引

き続き必要である。 

 

・教員と子どもの認識のずれが

あるかもしれないので、学校

評価アンケートの子どもと教

員の結果の相関関係を考察す

ることが大切である。 

・先生方には、子どもたちがそ

の日にあったことを話しやす

い環境を作っていただけると

ありがたい。 

・「学校楽しいなプロジェク

ト」は、とても良い取組なの

で、学校・学年便りだけでな

く、ホームページ等でも周知

してもらえると、地域にも広

められると思う。 

・学校楽しい

なプロジェ

クトの実施 

①安心・安全で活気ある教育活動を推進す

るために、各教職員が自分の得意なこと

を生かして、子どもと関わり、学校を楽

しくする活動を展開する。 

②実施したことをホームページや学年便り

等で、家庭にも周知する。 

①全教職員の取組を宣言という形で一覧に

まとめ、掲示したり、家庭にも配布した

りして共有を図る。 

②全学年で６月からの学年便りに取組を載

せる。また、ホームページを週に１度以

上更新し、学校の様子を広く知らせる。 

①全教職員の取組を一覧にまとめ、安心・安

全で活気ある教育活動を推進するために、

各教職員が自分の得意なことを生かして、

学校を楽しくする活動に取り組んだ。 

②「学校楽しいなプロジェクト」で実施した

ことをホームページや学年便り等で、家庭

にも周知した。 

 

 

 

Ａ 

各教職員が得意なことを生かして、学

校を楽しくする趣旨のプロジェクトで

あるが、同じような取組が多くなって

しまった。来年度は、もっと各教職員

がそれぞれの個性や特色を生かして、

楽しんで取り組むことで、よりよいも

のとしていきたい。 
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＜現状＞ 

○昨年度から、学校運営委員会を立ち上

げ、目指す児童の姿について熟議を積み

重ね、協働して解決していく児童を地域

全体で育てていくことを共有した。 

＜課題＞ 

○学校運営委員会で共有した目指す児童の

姿を、家庭、地域、企業などに広め、地

域の人々と共有できるようにする。 

・校庭の芝生

を活用した

特色ある教

育活動の充

実 

①芝生を活用した行事や地域を巻き込んだ

行事を実施し、児童が学校・地域を大切に

する気持ちを育成する。 

②150 周年の行事等でも芝生を活用し、ホー

ムページや学年便り等で、家庭にも周知す

る。 

①芝生活用委員会を中心に、芝生の活用に

ついて検討し、継続的に実施していける

ように一覧表を作成する。 

②ホームページや学年便りで、芝生を活用

した行事の情報を発信し、家庭、地域と

共有する。 

①芝生活用委員会で芝生の活用について検討

し、年間計画を作成して、芝生を活用した

地域・家庭参加型の運動会や行事を実施す

ることができた。 

②芝生を活用した運動会や芝生給食等の取組

をホームページや学年便りで、家庭、地域

にも周知することができた。 

Ａ 

芝生の維持管理が課題である。地域の

ボランティアさん（３名）が毎日のよ

うに手入れをしてくれているが、芝刈

りに必要なガソリンの予算ももらえ

ず、困っている。また、ボランティア

さんが高齢のため、今後に向けての人

材確保も課題である。 
 

・今年の運動会は通常規模の開

催で、さらに地域種目や保護

者リレーも実施したのが、と

てもよかった。芝生の良さを

知ってもらうことができたと

思うので、ぜひ来年度も実施

してほしい。 

・芝生の手入れをボランティア

さんが善意でやってくれてい

るので、必要な予算は何とか

してもらいたい。 

 

・学校運営の

改善と児童生

徒の健全育成

に向けた谷田

小学校コミュ

ニティ・スク

ールの実施 

①学校自己評価に関するアンケートを実施

するとともに、学習状況調査の結果分析

等を活用し、子どもや学校の抱える課題

の解決に向けた取組を進める。 

②策定したプランに基づき、具体的な方策

を決め、学校とＳＳＮが協働した取組を

始める。 

①学校自己評価に係るアンケートで、コミ

ュニティ・スクールの取組により、児童

の健全な育成について肯定的な回答をす

る割合が高まっていったか。 

②谷田小学校コミュニティ・スクールプラ

ンに基づき、具体的な方策を決め、学校

とＳＳＮが協働した取組ができたか。 

①コミュニティ・スクールで子どもや学校の

抱える課題の解決に向けた取組を進めたこ

とより、児童の健全な育成について、肯定

的な回答をする割合が高まった。 

②ＳＳＮ協議会で防犯ボランティア会議を併

せて行って情報共有をすることにより、学

校とＳＳＮが協働した取組ができた。 

Ｂ 

課題解決に向けて協働していけるよう

な学校運営協議会のメンバーの定期的

な見直しをしていく。また、ＳＳＮ協

議会と防犯ボランティア会議の合同開

催について周知を図ったが、より一層

理解が得られるように努めていく。 
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＜現状＞ 

○昨年から、学校課題研修で、効果的なＩ

ＣＴの活用方法について、エバンジェリス

トが中心となり、研修を重ねてきた。 

○高学年での教科担任制実施により、より

深い教材研究を行い、授業を行っている。 

＜課題＞ 

○ＩＣＴの活用について、教員間で取り組

みの差が見られる。 

・学校課題研

修を中心と

した学びの

自律化・個

別最適化実

現のための

アクション 

 

①ブロック、研究部、そして教科を横断し

ての組織的な研修を実施し、全学年で、

研究授業と公開授業を実施する。 

②エバンジェリストを中心に各教科と総合

的な学習の関連を図りながら、STEAMSタ

イムの内容の検討と年間計画への位置付

けを行う。 

①昨年度から取り組んでいるものを参考に

しながら、改善点等があれば、修正や付

け足しをしながら、誰もが活用できる谷

田小学校ＩＣＴ実践事例集を作成する。 

②今年度の実践を基に STEAMS タイムを位置

付けた総合的な学習の時間の年間計画を

作成する。 

①主にブロック、学年を中心に研修を実施

し、全ブロックで研究授業と公開授業を実

施した。また、日々の授業から、誰もが活

用できるＩＣＴ実践事例集を作成すること

ができた。 

②各教科と総合的な学習の関連を図りなが

ら、今年度の実践を基に STEAMSタイムを位

置付けた総合的な学習の時間の年間計画を

作成した。 

Ａ 

研究部、そして教科を横断しての組

織的な取組の効果の検証が十分なさ

れていない。今後は、専門部の活動

をさらに充実させ、研修を深めてい

くことが大切である。 
 

・教員の負担が多くなっている

ことが心配である。負担が増

えることで、心の余裕がなく

なり、子どもと向き合えなく

なるのが心配である。 

 


